
からだに感謝しよう

堂
島
ヘ
ル
ス
ケ
ア
通
信

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
よ
り
も
、

不
安
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情

は
刺
激
が
強
く
、
無
意
識
に
脳

内
で
反
復
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
為
、
交
感
神
経
が
優
位
な

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。

ま
た
、
意
識
の
中
で
『
不
安
』

は
感
じ
易
い
で
す
が
『
感
謝
』

と
い
う
感
情
は
気
付
か
ず
に
つ

い
埋
も
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

日
頃
か
ら
適
度
な
緊
張
と
感
謝

を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
行
き

た
い
で
す
ね
。

８
月
の
堂
島
ヘ
ル
ス
ケ
ア
通
信

担
当
、
鍼
灸
師
門
野
で
す
。

今
回
は
『
感
情
と
か
ら
だ
』
に
つ
い
て

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
情
は
不
安
や
悲
し
み
、
怒
り
、
ま
た
、

思
い
や
り
、
嬉
し
さ
、
感
謝
な
ど
、

様
々
な
思
い
を
生
み
出
し
ま
す
。

近
年
、
心
理
的
な
要
因
と
、
身
体
の
免
疫

機
能
の
関
連
性
に
も
注
目
が
高
ま
り
、

研
究
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
自
律
神
経
の
『
交
感
神
経
』

『
副
交
感
神
経
』
も

強
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
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●
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情  

『
不
安
』
『
恐
れ
』
な
ど
は

『
交
感
神
経
』
を
活
性
化 

・
体
が
活
動
的
に
な
り
ま
す

・
危
険
に
対
す
る
反
応
を
高
め
ま
す

※
生
物
学
的
に
こ
の
危
険
回
避
の
シ
ス
テ
ム
は
生
き

残
る
為
に
非
常
に
重
要
な
機
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
状
態
が
長
く
続
く
事
で
身
体
の
不
調
や
脳
機
能

の
老
化
の
促
進
に
も
繋
が
り
ま
す
。

●
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情  

『
感
謝
』
『
思
い
や
り
』
な
ど
は

『
副
交
感
神
経
』
を
活
性
化

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

・
身
体
組
織
の
修
復
作
用

・
脳
内
物
質
の
分
泌
向
上

（
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
、
ド
ー
パ
ミ
ン
）

・
免
疫
力
の
向
上

・
寿
命
に
関
連
す
る
染
色
体
を
長
く
す
る

・
鬱
病
な
ど
の
リ
ス
ク
低
減

・
痛
み
な
ど
の
耐
性
の
向
上

た
だ
、
こ
ち
ら
の
副
交
感
神
経
も
、
活
性
化
し
続
け

る
事
で
眠
気
や
気
だ
る
さ
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
事
も

あ
り
ま
す
。

●
『
笑
う
』

『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
』
を
活
性
化

身
体
の
回
復
に
は
『
副
交
感
神
経
』
が
と
て

も
大
切
で
す
が
、
『
交
感
神
経
』
も
無
け
れ

ば
倦
怠
感
や
眠
気
、
集
中
力
の
低
下
な
ど
が

起
き
ま
す
。

ど
ち
ら
も
適
材
適
所
で
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
で
す
。

【
最
後
に
】

何
も
考
え
な
く
て
も
、
身
体
は
自
動
的
に

生
命
活
動
が
行
え
る
様
に
調
節
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

２
４
時
間
３
６
５
日
、
年
中
無
休
で
生
命

活
動
を
維
持
し
て
く
れ
て
い
る
自
分
自
身

の
身
体
に
『
感
謝
』
を
向
け
る
事
も
健
康

に
な
る
要
素
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん…

※
『
感
謝
』
な
ど
の
感
情
も
、
人
の

遺
伝
子
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
）

ウ
ィ
ル
ス
細
胞
に
感
染
し
た
細
胞
や
癌
細
胞
を

撃
退
し
て
く
れ
る
免
疫
細
胞


